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1 はじめに

Web上の情報資源は現在も急速に増加している．その
多くは，映画，風景，ニュース，食品，電気製品，店舗

など世の中のあらゆる「モノ」に関連し，情報の存在場

所や表現形式も多様である．この膨大な情報の価値を高

めてきたのが検索技術であり，ユーザが必要とする情報

を効率良く提供できる環境を作り上げてきたといえる．

将来的には，各々の情報がオントロジを持ちユーザの

ニーズをシステムが意味レベルで理解して情報を提供す

るセマンティックWebが実現するといわれており，多く
の研究が行われている [1]．ただし，その実現には技術
体系の確立や標準化など多くの課題解決と環境の整備が

不可欠で，インターネット全体の改革であるこの技術の

普及には時間をかけて取り組む必要がある．

一方現実問題として，Web情報の活用における利便
性向上のニーズは高まるばかりである．キーワード検索

の精度向上により格段に便利になったとはいえ十分とは

言えず，検索にある程度の経験と知識が要求される場合

や，興味や好みなどそもそもキーワードでの表現が困難

な検索も考えられる．そのような課題から近年注目され

ているのがパーソナライゼーションである．これは，シ

ステムが様々な情報の中から個人適応的に選択して提供

する技術である．

このような技術やサービスが今後も一層重要になる中，

Web上の雑多な情報から，必要な情報をいかに利用し
やすい形で整理しシステム内に取り入れるかが一つの課

題である．そこで本研究では，世の中のあらゆるモノの

情報をユーザ間で共有し，個人の興味や嗜好に添って提

供するWebサービス型システム「HARMO (Hyperin-
formation Assembling Recommendation Management
Organizer)」を開発した．

本システムでは世の中のあらゆるモノに関する情報を

表現するために「HARMOカード」という情報単位を定
義する．そして様々なシステム上で HARMOカードを
利用するためのWebサービスを構築した．本稿ではシ
ステムの概要について述べた後，ユーザプロファイリン

グ技術を用いた情報選択機能の実現や，ブログに適用す

ることによる情報収集と共有について述べる．また，実

際にシステムを実装し試験運用をした結果について報告

する．

2 システム概要

2.1 システム構成

HARMOは，全ての情報を管理しWebサービスとし
て提供するデータサーバと，そのWebサービスを利用
し様々なコンテンツをユーザに提供するインタフェース

サーバに分けることが出来る [図 1]．

図 1: システム構成図

データサーバ上では，世の中のモノに関する様々な情

報が一元管理され，外部からのサービス要求に対して

情報を提供する．一方インタフェースサーバは具体的な

Webサイトを構築するサーバであり，データサーバが提
供する情報を活用してユーザ間コミュニティを形成した

り情報提供サイトを構築する．インタフェースサーバは

任意のドメインに設置が可能であり，後から自由に追加

することができる．

2.2 HARMO カードの導入

本システムでは，全ての情報が HARMO カードとい
う単位で扱われる．1 枚のカードは 1 つのモノを表現
し，それに関する様々な情報はカード上で「基本情報」

と「個人評価」に分類される．
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基本情報は，モノに付随しユーザには依存しない情報

であり，モノの住所や価格がその典型例である．情報の

正確さが必要であり，全てのユーザ間で共有することが

可能な情報である．情報提供者が多くの情報を収集する

ためには手間とコストが必要だが，wikipedia1のように

ユーザが持つ知識を集合させ，一つの巨大なデータベー

スを構築した事例もある．本研究ではこのような集合知

を利用した情報収集を試み，多くのユーザが HARMO
カードを参照し，情報を追加，修正することでシステム

全体の充実を図る．

一方個人評価は，あるモノに対する個人に依存した情

報で，主観的な評価や感想などである．この情報は個人

の興味や嗜好を表現した情報であると捉えられ，パーソ

ナライゼーションを実現する上で必要不可欠である．

インターネット上では個人の評価や感想を収集してい

るサイトも多く見かけるが，共有化されるべき情報と，

個人の主観的・感覚的情報が混在してしまうと，誹謗中

傷問題の一つの原因になりかねない．本システムでは，

これらを明確に区別することで，必要な情報は共有化し，

個人評価はパーソナライゼーションに活用する．

HARMOカードは，予めいくつかのカテゴリに分類し
ている．これにはいくつかの理由がある．まず，HARMO
カード上の基本情報を単にテキスト情報ではなくデータ

ベースとして構築するために，カテゴリごとに項目を設

定している．例えば，カテゴリの一つである飲食店の場

合は，住所や電話番号が項目である．これによりカテゴ

リ内での情報の粒度を統一し，様々なWebサイト上で
HARMOカードを参照した際に同一のフォーマットで表
示するようにした．

また，カテゴリ分けをすることで，個人の興味や嗜好

を元に情報を選択する際の比較対象を明確化できる．全

くジャンルの異なるコンテンツ同士の比較は難しくユー

ザの興味に則した情報提供の正確さを低下させる恐れが

ある．本研究ではコンテンツのカテゴリを一つの属性と

捉え，情報提供時にはあるカテゴリ内でのランキングを

表示することにする．

加えてカード検索時の利便性向上が挙げられる．カテ

ゴリを明確にしておくことでキーワード検索に加えカテ

ゴリを指定した検索機能を実現した [図 2]．

2.3 XOOPSモジュール化

本研究では，インタフェースサーバの一つの構築例と

して XOOPSのモジュールを実装した．

図 2: HARMOカードの検索 (飲食店カテゴリ)

XOOPS は近年ウェブサイトを構築するフレームワー
クとして普及している CMS (Contents Management
System) の一つであり，様々な機能をモジュール単位
で追加拡張可能であることが特徴である．利点として，

XOOPS 本体のインストールやモジュールの追加が容易
であることや，ユーザ管理機能など本システムに必要な

機能が予め準備されていることなどが挙げられる．既に

XOOPS 上でウェブサイトを構築している場合は，本研
究で構築したモジュールをインストールするだけでデー

タサーバ上に存在する共有コンテンツを利用した情報提

供サイトやブログを構築できる．

2.4 ユーザプロファイリングと個人適応化

各ユーザが必要とする情報をシステムが適切に選択す

るためには，個人の興味や嗜好の情報をいかにして取得

するかが問題である．この技術をユーザプロファイリン

グ技術と呼び，近年多方面から様々な研究がなされてい

る [2][3]．
ユーザプロファイリング技術は，ユーザの手間という

観点から，直接興味や嗜好に関する情報を入力してもら

う明示的手法と，普段のWeb閲覧時の挙動からシステ
ムが自動的に情報を収集する暗黙的手法の 2つに大別さ
れる．明示的手法の代表例としては，コンテンツに対す

る評価付けが挙げられ，現時点でも多くのサイトで取り

入れられている．また，暗黙的手法の代表例としては，

テキスト解析やアクセスログ解析，マウス操作などを利
1http://wikipedia.org/
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用する方法であり，徐々に普及し始めている．一般的に，

前者はより信頼性の高い情報が収集できるがユーザの手

間が増えてしまい，後者はその逆である．どちらにしろ，

できるだけ入力の煩わしさを軽減しユーザが積極的に安

心して興味や嗜好の情報を提供できる環境が必要である．

次に，収集した情報を元に情報を選択するアルゴリズ

ムが必要である．そのための技術として推薦システム

(Recommender system) が挙げられる．初期の推薦シス
テムは，主にネットニュースなどを対象としたシステム

として開発された [4]．現在ではインターネット上のあ
らゆるコンテンツを始め，Amazon.comに代表されるよ
うなオンラインショッピングサイトでも活用されており，

推薦アルゴリズムに関しても様々な研究がなされている

[5]．

推薦システムは，そのランキング方式から大きく 2つに
分類される．一つは扱う情報の内容に基づきランク付け

を行うコンテンツベースフィルタリング (Content-based
filtering) で，もう一つがコミュニティ内で同じ嗜好を持
つユーザが好む情報を優先的に選択する協調フィルタ

リング (Collaborative filtering) である．HARMOカー
ド上において，ユーザが入力する個人評価は，HARMO
カードに対応した特定のモノに対する評価である．従っ

て，ユーザが持つ一般的な興味の度合いを利用するコン

テンツベースフィルタリングよりも，ユーザ間の嗜好の

近さから提供するコンテンツを決定する協調フィルタリ

ングのほうが適しており，情報選択アルゴリズムとして

採用する．特に，本稿ではユーザ間の嗜好の近さを相関

係数を用いて表現する「相関係数法」を採用することと

した．

本システムにおけるランキング機能は全てデータサー

バ上に実装し，Webサービスを介して利用される．これ
により，様々なWebサイト上でパーソナライゼーショ
ンが可能になると共に，将来的な機能拡張が容易である

ことやランキングアルゴリズムの変更や改善の際も容易

に対応できる．

2.5 ブログの利用

近年ブログが急速に普及している．ブログ上には，日常

の出来事から専門的な話題まで多種多様であり，ユーザ

の主観的な観点に基づいて自由に記述されている．ブロ

グ記事の中には，コンテンツに関する様々な情報が記載

されているものも多く，その増加傾向は今後も衰える気

配が無い．ブログ検索サイトの米 Technoratiの調査2に

よれば，2006年第 4四半期に世界中のブログで最も多

く使われた言語は日本語であり，このことからも日本で

の著しい増加傾向が伺える．

また，ブログを対象としたサービスも徐々に多様化し

ている [6]．様々なコンテンツや機能をパーツとしてブ
ログに組み込み，ユーザが外部の情報をブログで利用可

能になりつつある．このような状況から，ブログはます

ます個人に特化し，個人の趣味や嗜好を反映するツール

になると考えられる．

しかし現在普及しているブログシステムにおいてユー

ザが発信する情報はブログサイトとして一般に公開され

るのみである．ブログの記事内に存在する情報は，ユー

ザプロファイリングに利用可能な個人評価や他のブログ

ユーザと共有可能な基本情報が多く含まれており，これ

らを活用できれば新たな情報流通の仕組みを実現できる

可能性がある．

そこで本研究では，あらゆるモノに関する基本情報や

個人評価を収集するためにブログの利用を試み，シス

テムを構築した．具体的には，記事内に HARMOカー
ドを挿入することで，他のユーザとの情報共有が可能な

ブログシステムを構築し，その上でブログの利用者から

は HARMOカードを介して個人評価を収集する．また
HARMOカード上の基本情報についても追加や修正を
可能とし，ブログ利用者が日々記事を投稿する中で，シ

ステム上に情報が蓄積されていく環境を構築した [図 3]．

図 3: HARMOカードを利用したブログシステム

本研究で構築したブログシステムのもう一つの特徴が，

個人評価を利用したお勧め HARMOカード提供機能で
2http://technorati.com/weblog/2007/04/328.html
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ある．ブログ記事において HARMOカードを利用する
際に入力した個人評価は，投稿者に依存した主観的情報

として扱われ，ユーザに適応した情報提供時に使用され

る．従って，普段ブログ記事を投稿する際に自分がどう

感じたのかを明示的にシステムに伝えることで，システ

ムがそのユーザの興味や嗜好を判断し，まだユーザの知

らないコンテンツを自動ランキングして提供する．この

機能により，日々の記事投稿から新たなコンテンツの発

見へと繋げることができる．

3 実装と試験運用

図 4は本システムのアプリケーション構成である．実
装方針として，拡張性やメンテナンスの容易さを考慮し，

オープンソース技術を積極的に取り入れることで低コス

トなシステムを実現した．Webサービスを利用する新た
なプログラムを記述する場合は，PHPにより実装した
HARMOライブラリを使用するか，利用者自身が SOAP
通信を実装する必要がある．HARMOライブラリを利用
する場合は，専用のクラスを利用することで，HARMO
カードを簡単に取得できるよう設計されており，誰でも

拡張することが可能である．

図 4: アプリケーション構成図

構築したシステムの試験運用として本学学生 21名に
ブログを開設してもらい情報の収集と共有化を試みた．

その結果多くの記事に HARMOカードが挿入され，情
報が共有化されると同時に基本情報の追加，修正や個人

評価の収集を確認することができた．個人に適応したラ

ンキング機能については，まだデータが十分ではなく機

能の評価には至っていないが，今後情報が充実するにつ

れ徐々に適切な情報提供がなされるものと思われる．

4 まとめ

Web 上では，あらゆる「モノ」に関する情報が増加
し続けており，それらを適切に収集・整理し，個人の興

味や嗜好に基づいて提供する技術の重要性が高まって

いる．本研究では，あらゆる「モノ」に関する情報を共

有・推薦するシステム「HARMO」を開発した．その中で
「HARMOカード」という情報単位を定義し，HARMO
が管理する全ての情報は，ユーザ間で共有可能な基本情

報と個人の興味や嗜好に依存した個人評価に分類した．

共有化する情報は客観的に誰もが納得できる情報に限る

と共に，個人評価はあくまで主観的な意見であることを

明確にした上で情報提供やランキングに使用した．

HARMOはWebサービスとして様々なWebサイト
にHARMOカードを介して情報を提供する．本稿では，
その一例としてXOOPSモジュールを実装し，ブログサ
イトを立ち上げると共に試験運用を行った．

今後は共有化された基本情報の正確さや更新頻度を解

析すると共に，個人情報を利用したランキングアルゴリ

ズムの評価を行う．また，ブログと HARMOカードが
作り出すリンクネットワークは広い意味でユーザ間のコ

ミュニティと捉えられるため，ブログ記事同士の関連性

や HARMOカード同士の類似性にも着目していきたい
と考えている．
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